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今日の細やかなおもてなしと、
未来を見据えた大胆な構想と

久振りにお盆に帰省し二夜連続の還暦同期会に
出席、今はなき同級生や友人の母上にお線香をあ
げ、実家の墓参りをし、たまたま開催されていた
草間弥生展に行き、あらためて見る藤田嗣治の「秋
田の祭り」の迫力に圧倒され、西馬音内の盆踊り
を最終日の 12 時まで見て締め括った夏休みでし
た。途中 20年前に設計した雄勝町文化会館に立ち
寄り、大森と角館の現場で打合せをし、自分がい
かに秋田に育てられ秋田に支えられて今があるの
かを実感し、その自然や歴史や文化に色濃く導か
れていることを再認識した 1週間でした。
春には秋田でなければ食べられない山菜があり、
夏には各地で祭りが息づき、秋には豊富なきのこに
きりたんぽ、酒と秘湯の楽しみの尽きない故郷です。
しかし初めて秋田を訪れようとする友人に、ど
こに泊まって何を食べどう楽しんでもらうのかを
説明しようとする時、その選択肢の少なさに少し
戸惑います。もちろん私の情報量の貧弱さ故なの
ですが、先日院内の温泉で一緒の湯舟にいた人た
ちも同じようなことを語ってくれました。観光の
素材には事欠かないのだけれど隣の県に行く方が
いろいろな楽しみ方を用意してくれているのだと。
重要無形民俗文化財の数は 16で全国一ながら、
料亭を検索すると数が少なく、料理や器、建築や
庭園、装飾やもてなしの文化と歴史が凝縮されて
いく場所が生き続けていけない風土があるのだろ
うかとさえ思ってしまいます。秋田舞妓の復活を
聞いて、もてなしの文化を育む雰囲気と制度を地
域全体で盛り上げていってほしいと願っています。
新文化会館の構想にしても、音楽か演劇かコン
ベンションかと全国の自治体の流れを踏襲し、そ
の性能や規模を争うのではなく、もてなしの文化、
食文化、醸造文化、スポーツ文化などあらゆる分
野を横断し今までにない文化施設構成や空間構成
を考えていく方向性もあるのではないでしょうか。

活力ある秋田

コンパクトシティというのなら、LRT（次世代
型路面電車）など話題性のある新交通システムに
よって、拡散してしまった都市機能を結びつけて
もいいかもしれないし、中央は広大なセントラル
パークにして環状空隙公園都市などという今まで
にない発想も可能かもしれません。
先例や現在の制度に則ってばかりでは、秋田の
未来は見えてこないような気がします。先の先を
見た大胆な発想と構想が今こそ必要とされている
と思うのです。
ただし、今日のおもてなしを細やかに組み立て
ることを忘れずに。秋田に降り立った時、改札を
出た時のようこそのメッセージはもっと温かく大
袈裟にすべきでしょう。帰りのお土産をだけでは
なく、まずはよく来てくださいましたと。その気
持ちが伝わればこそ、観光であれ出張であれ、訪
れる人たちの顔もほころび財布の紐も緩むはずで
す。十分にいい素材観光資源はあるのですから、
自信をもってその伝え方を一人一人が工夫していく
必要があると
思います。そ
んな秋田の変
わりゆく未来
に少しでもお
役に立てたら
と考えていま
す。
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